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１．アンケート結果に対する総評 

流通システム論Ⅱは，金曜３限クラスが 10 段階評価で平均 8.1，水曜６限クラスが同 8.7 であ

った。昨年同様，同じ授業内容にもかかわらずクラス間で差異が現れた。金曜３限クラス（履修登

録数 175・2 年限定クラス）と水曜６限クラス（同 76・履修上の制約は特になし）でクラスの規模

や受講者の層に差があることが評価の差の一因であろう。流通企業戦略論については，10 段階評

価で平均 8.7 であった。昨年度（8.9）とほぼ同様の評価であったと理解している。 

２．授業を行う上で工夫した点，良かった点 

流通システム論Ⅱでは，抽象度の高い理論でも分かりやすく説明するよう心がけた。「先生の教

え方は丁寧で具体例や噛み砕いて話すのでとても分かりやすかった」というこちらの意図通りのコ

メントがあった一方で，「先生の説明は分かりやすいと思うが，難しくてついていくことができな

い」というコメント（水曜６限クラス）もあった。また，前期の金曜クラスの授業において私語に

対する苦情が散見されたため，後期は静粛な授業環境の維持を心掛けた。「前期に比べ講義中の雰

囲気は静かになっていてよかった」というコメントもあったが，設問５「教員はクラスの勉学の雰

囲気を保つように努めていましたか」の回答結果に変化はほとんど見られなかった（前期 4.0→後

期 4.1）。流通企業戦略論では，これまでと同様にパワーポイントのスライドショーを活用した授業

を行った。また，講義の性質上，企業の実例を紹介することが多いため，新聞記事などの資料配布

や映像資料の提示を多く取り入れた。受講者からは，「映像資料や新聞記事など授業の内容に補足

があるのでよりわかりやすかった」というコメントがあり，概ね好評であったと考えている。 

３．今後の改善点 

流通システム論のクラス規模に関して，次年度は 2 年限定クラスが 2 クラスに分割される予定で

あり，ある程度改善が見込まれる。６限クラスの受講者にはスポーツマネジメントコース在籍の学

生が一定数含まれているため，合格率や平均点が他のクラスと比較して低い傾向が続いている。ク

ラスに応じて講義内容を変えることを今後検討したい。流通企業戦略論については，スライドの切

り替えのタイミングが早すぎるという意見が相変わらず多く，次年度は是非改善したい。 

 


